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主　　催：NPO法人アクションポート横浜
助　　成：公益財団法人ヤマト福祉財団
協　　力：ヤマト運輸労働組合・障害児者サークルラビッツ・洋光台地域ケアプラザ・　
　　　　　磯子区障害者地域活動ホーム・横浜市社会福祉協議会（障害者支援センター・
　　　　　横浜市ボランティアセンター）・障害者スポーツ文化センター横浜ラポール
企画運営：村上りおな・望月菜未（ヤマト運輸労働組合青年部）
　　　　　門坂美優・鎌野真美・山下友梨子（法政大学学生）
　　　　　今泉美範・高久綾花・徳井琴音・木代葉月（明治学院大学学生）
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～ハイブリットでより広く、新たな繋がりへ～

最終調整・企画実施準備
1dayボランティア広報

企画実施
企画振り返り

企画詳細決定

ヤマト福祉財団との
　　　　打ち合わせ

ヤマト繋がるプロジェクト
報告書

当日のみのボランティアに
参加したヤマト社員・学生の
企画に対する満足度

今回が初めての
ボランティア経験となった
ヤマト社員・学生の割合

当日のみのボランティアに
参加したヤマト社員・学生の
延べ人数

協働する楽しさや難しさ、未知へ挑戦するハードル
が案外低いことを知りました。参加する前の自分が
ほんの少しだけ出した勇気が、ここまで多彩な経験
に変わるなんて思いもよらなかったです。(企画学生)

普段NPO団体・学生・地域の方々と直接関わる
機会がないのでとても貴重な経験でした。
(オンライン参加ヤマト社員ボランティア)

ハイブリッドだからこそできたことや生まれたつな
がりもあったのではないかと感じ、それも含めて魅
力的な企画でした！(ボランティア学生)

最後に参加してくれていたお子さんが帰りたくない
とその場に留まっていた姿で、楽しいと感じてくれ
ていたのだということが伝わり、印象的でした。
(ボランティア学生)

96.9% 21.8% 72人

ヤマト福祉財団様からのコメント
コロナ禍で、学生さん同士の集まりもできないなか、「よくぞここまで！」と深く感心しました。地域のＮＰＯさんとの打合
わせも相当難易度が高かったものと思います。ただ、結果として、各イベントは大成功で、障がいを持ったみなさんが
喜んでいる顔やうれしそうな仕草を見られた時は、とても感動を覚えました。
今回打合せの時から一貫してオンラインで協力してもらった全国の若手ヤマト社員も、まるで現地にいるかのように、
障がい者の方へのサポート、学生さんのフォローをしてもらいました。
世代や地域を超えた「つながり」、これからもどんどん広げていってほしいです。

満足度 きっかけ 参加者

～ヤマト繋がるプロジェクトとは～
当プロジェクトは、ヤマト社員と学生が繋がることで
多くの気づきが得られる協働の場を作り、
コロナ禍でも地域の福祉活動に貢献するとともに、
参加者のボランティアへの関心・地域への関心を
高めることを目指します。
ヤマト社員さんは全国各地からオンラインにて、
学生や施設利用者さん・子どもたちはオンラインと対面を
併用した形式にて参加しました。ヤマト運輸労働組合の若年層組織である「青年部」も様々なボランティア活動に取り組んでいます。

ただ、福祉施設や障がい者の方と直接触れ合う活動には専門的な知識や経験が必要と感じ、若干敷居の高い活動と
いう印象を持つ中で、Webでの参加ではありましたが、今回のような学生スタッフの皆さんとの企画運営や福祉施設の
みなさんと交流する機会を与えてくれたことに感謝致します。
これを機に私たちの活動の幅も広げていければと思っております。

ヤマト運輸労働組合様からのコメント



洋光台
地域ケアプラザ
澁谷さん

企画メンバー
今泉さん

当日
学生ボランティア
木村さん

対面

〈企画実施日程〉
　①10月27日(水)14:00~15:30 　②11月10日(水)13:30~14:45
〈参加人数〉
　 ヤマト社員①9名 ②9名　利用者さん　 ①21名②18名　 ②6名　
　 学生①3名

提携先：磯子区障害者地域活動ホーム

 1 0 /2 7 　オンラインでおまじないグッズづくり
＠磯子区障害者地域活動ホーム

個々で作った「おまじないグッズ」を見せあい、オンラ
イン参加のヤマト社員さんや学生の作品の名前や効能
をみんなで考えました。
対面・オンラインの参加者が交わって多様なアイデア
が飛び交い、盛り上がりました。

1 1 /1 0 　あしプロタップダンスワークショップ
　＠杉田劇場

対面・オンラインのハイブリッド形式で、前半はアーティ
ストによるタップダンスパフォーマンスを鑑賞しました！
後半は施設の利用者さんと共に、音楽に合わせ足音を
メインに身体や物を使って実際に音を鳴らすタップダン
スワークショップを楽しみました。

提携先：洋光台地域ケアプラザ
〈企画実施日程〉
　①11月13日(土)14:00~15:00 　②11月21日(日)14:00~16:00
〈参加人数〉
　  ヤマト社員①5名　　子ども①9名②35名　
　  学生①5名②12名　　学生①2名

子どもたちと学生、オンライン参加のヤマト社員さん
で、ハイブリット形式にて工作をしました。
お絵描きや組み立てをしながら、好きな動物の話や食
べ物の話など笑いの絶えない素敵な時間でした。

洋光台北団地の芝生広場をお借りして、1回目で
作ったゲームを使って学生と子どもたちで遊びました。
開始時から終了時まで、常に沢山の子どもたちが学生
と仲良く遊ぶことができ、また、普段使用することの
ない大きなサイズのゲームに大興奮でした！

 1 1 /1 3 　作ろう編
＠洋光台地域ケアプラザ

 1 1 /2 1 　遊ぼう編
＠洋光台北団地芝生広場

〈企画実施日程〉
　①10月30日(土)14:00~15:30 　②11月27日(土)14:30~15:30
〈参加人数〉
　 ヤマト社員①5名 ②5名　　学生①8名②11名
　 ラビッツ①5家族②8家族　　ラビッツ①9家族②4家族

提携先：障害児者サークルラビッツ

1 0 /3 0 　クリスマスツリーの飾りを作る会
＠横浜市社会福祉協議会

オンライン参加のヤマト社員さんと両方で参加した
ラビッツの子ども達がコミュニケーションを楽しみ
ながら飾りを作りました。対面参加の学生ボラン
ティアが会話の仲介役となり、双方のコミュニケー
ションをサポートしていました。

 1 1 /2 7 　クリスマスツリーのお披露目会
＠横浜ラポール

アイスブレイクではクリスマスやヤマト運輸に関する
〇×ゲームを行い、子ども達は大盛り上がりでした。
その後、全国のヤマト社員さん・ラビッツの子ども
達・学生の飾りをペットボトルツリーと共にお披露目
しました。

ゲーム×福祉 クリスマス×福祉

「障がい者と健常者」という境目や、「対面と
オンライン」という境目の無い空間を創ることを
目標に試行錯誤しました。当日は境目の超えた
笑い声が溢れた温かい空間になり、嬉しかったです。

身の回りのモノやなんてことないモノは意味ある
モノへと変化できると自分の中で新たな視点を
通して日常を変化させることができました。

オンラインだったからこそ全国から多くの方に
参加してもらえました。
新しいスタイルのボランティアが出来たのは
コロナ禍だったからこそだと思います。

オンラインで知的障がい者と健常者が一緒に
遊びました。画面越しの出会い、そこには笑顔と
笑い声がありました。おまじないとあしおとを
きっかけにして、わたしとあなたのあたりまえが
豊かにつながる時間になりました。

「「つながり」をどうやって表現するか」がこの
企画の一貫した大きな課題でした。洋光台の人たち
同士の「つながり」だけではなく、遠く離れた
場所にいるヤマト社員さんと学生、そして洋光台の
子どもたちの「つながり」も実現できました。

多くの方が企画の成功のために貴重な時間を
割いて下さいました。ボランティアを「される側」
と「する側」に分かれることなく、みんなで作り上
げた当企画は、人の暖かさの繋がりなしでは成し
得ませんでした。

オンラインと対面を併用したイベントでも一緒
に楽しむことが出来ると実感し、自分が企画す
る立場のイベントの可能性が以前より広がった
ように感じます。

きっと一番苦労と夢が詰まったチーム。SNSで
どこでも繋がれる今、敢えて手紙から始まる
ストーリーは繋がる&心温まる時間となりました。
成し遂げた学生の姿に刺激をもらいました！

コロナ禍、オンライン、ハイブリッドという初め
ての環境の中で、中２～22歳の多様な障害を持つ
仲間と家族が、地域と言うより日本各地＆世界を
巻き込んだ壮大で温かなクリスマス物語に参加
でき、繋がりに感謝です。

企画の流れ

13:00 　オリエンテーション
14:00 　開会

　　　　ワークショップ

15:00 　閉会
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企画の流れ

14:00　開会

          　アイスブレイク
　　　ゲームパーツ作成

15:00　閉会

参加形態を問わない工夫
オンライン・対面の参加形態にかか
わらず、子どもたちの手元や会場の
和気藹々とした雰囲気を伝えること
で、参加者全員が「繋がっている」
感覚を味わえる工夫をしました。

LIVE配信による共有
遊ぼう編では、子どもたちが
遊んでいる様子のFacebookでの
LIVE配信を行い、会場にいない方
にも会場の空気感を届けました。

今回のボランティア活動を通して、ハイブリッド
開催というものが実現したからこそ、ヤマト社員
さんを含め、全国各地の様々な方と交流すること
ができたのだと思いました。

障害児者サークルラビッツ
障がいのある子どもとその家族がお互いに
支え合い、生涯にわたって繋がる色々な
活動をしている。

企画の流れ

14:00　開会

　　   　アイスブレイク
　　   　ストーリー説明
　　　　ツリーの飾り
　　　　　　　　作成
15:45　閉会

ストーリー×「送る」
クリスマス前という時期と、ヤマ
ト運輸の専門である「送る」を
融合させたストーリーを作り、
ワクワクする企画にしました。

多様な参加
構想が大きいため苦戦しながらの企
画づくりでしたが、様々な方とのご
相談により、社会福祉協議会さん・
びーのびーのさん、ラポールさんと
繋がって企画を実施できました。

磯子区障害者地域活動ホーム
知的障害のある方を対象とした施設であり、
日々の生活の支援などを行う。

企画の流れ

13:30 　開会

　　   　パフォーマンス
　　   　タップダンス体験

14:45 　閉会

おまじないグッズ
身の回りにあるもので工作し、名
前・効能・使用方法をつけて使用す
ることで、おまじないをかけられる
グッズ。話すのが苦手な利用者さ
んでも楽しめる造形作家ドゥイさん
の素敵なアイデアです。

施設との協働
施設が例年実施している企画にジョ
イントする形で企画を考えました。
双方の調整に苦戦しましたが、おま
じないグッズ制作で笑い合いながら
一緒にモノづくりする場を作り、
一体感を持つことができました。

リーダーとサポートの連携がうまく取れていて、
安心感がありました。またzoomはもちろんLIVE配
信など、デジタルを上手く活用し、時代に適した
繋がりを生み出しました。

途絶えていた地域の子どもたちと様々な人たちと
の交流の機会を作ることができました。内容も当日
参加した人だけではなく、この先も「つながり」が
広がっていくというもので、それも新しい「つながり」
の形になったのだと思います。企画を作り上げてく
れた皆さんの頑張りに感謝しています。

洋光台地域ケアプラザ
高齢者、子ども、障害のある人など誰もが
洋光台地域で安心して暮らせるよう、身近な
福祉・保健の拠点としてさまざまな取組を行う。

企画の流れ

13:00　2時間
　　　 ゲームを開放

15:00　
　　　 様子をLive配信

企画の流れ

14:30　開会

　　　　アイスブレイク
　　　　サンタ登場
　　　　ツリーお披露目

15:30  閉会
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企画メンバー
山下さん

当日
学生ボランティア
角田さん

ヤマト運輸
労働組合
望月さん

磯子区障害者
地域活動ホーム
安武さん

企画メンバー
高久さん

当日
学生ボランティア
柴田さん

ヤマト運輸
労働組合
村上さん

障害児者サークル
ラビッツ
鈴木さん

ヤマト運輸
労働組合
村上さん

オンライン

ࡐࠗ ☞ ࠻ࡦ

アート×福祉


